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【支援内容：令和５年度実績】
○協議会の実施
○関係機関との連携
・地域療育センター言語聴覚士連絡協議会の実施
・情報保障機器の説明・視聴会の実施
・インクルージョン支援セミナー（配信）
・聴覚障害の福祉・医療情報についての集約・発信 等
○家族支援の実施
・聴覚障害児保護者教室（４回、基礎編６回）
○巡回支援の実施（26園：市内幼稚園、保育園等）
○聴覚障害児の支援方法に係る研修
・技術援助・研修（言語聴覚士への研修受入れ等50回）
・補聴器フィッティングの療育研修会の実施

【今後の方向性】
○市外の医療機関や、民間の療育機関を利用する聴覚
障害児の実態把握等の実施
○聴覚重複障害と判断された場合の療育機関の連携の
強化についての検討
○新生児聴覚スクリーニング検査後に聴力が低下する
児童の早期発見にむけた啓発と体制検討
○中核機能の拡充や他機関との連携等のあり方につい
て検討
○聴覚障害支援を担う療育者・教育者の人材の育成
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